




Irrigation Management in the Doho Rice Scheme in Uganda: 
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第 3章の Policy Implicationsが明快に述べられていない。 
共同体的関係の重要性と血縁関係の重要性が明確に区別されていない。 
第 4章の分析で、第 3次水路が清掃された場合の社会的利益を大まかにでも計測すべきで
ある。 
 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で博士論文最終版として提出した。各審査委員の了解は得られており、こ
れをもって審査委員全員が本論文を本学博士論文として妥当であると結論つけたことにな
る。 
